
株式会社アバール長崎様（以下、アΞΞの導入や電子部品の防湿保管庫の増設を行いました。

くなるため、はんだが基板から剥離する現象や、はんだ表

面のクラック（引け巣）などの課題がありましたが、信頼性

試験データに基づいた管理技術

の向上によりこれらの課題を解

決し、量産段階へ進んでいます。

アバール長崎での2005年度

の鉛フリーはん□ ㎈ 当社グ

ループでは、取引先から調達している半導体／FPD製造装置の原材料や部品について、独自のグリーン調達ガイドラインを制

定し、取引先における環境負荷低減基準と努力目標を定めています。また、環境活動に関する調査や情報交換、指導を行いなが

ら、今後もサプライチェーンを意識した取引先との協力、連携により環境負荷の低減を進めていきます。今回は、当社グループ

の取引先2社における環境負荷低減の取り組み状況を紹介します。

取引先における環境への取り組み
東京エレクトロングループでは、取引先との協力と連携を通して、製品における環境負荷の低減を推進していきます。



SMC株式会社様（以下、SMC）は、創業以来、圧縮空気

を動力源として様々な作業を行う空気圧機器の総合メー

カーとして発展してきました。当社グループとはエアシリ

ンダや方向制御機器（ソレノイドバルブ）といった空気圧機

器のほかに、熱交換機器や温調機器についても取引があ

り、その9割以上が特注品です。

SMCでは、「地球環境の保全が人類共通の最重要課題

であると認識し、あらゆる事業活動を通して快適な地球環


